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Ⅰ
　
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
報
告

平
成
二
七
年
度　

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

日
時　

平
成
二
八
年
二
月
二
四
日(

水)
午
後
二
時
〜

場
所　

熊
谷
市
立
商
工
会
館　

二-

一
会
議
室

【
概
要
】

１
　
報
告
事
項

　

①
編
さ
ん
委
員
会
、
編
集
会
議
に
つ
い
て

　

②
専
門
部
会
の
調
査
活
動
に
つ
い
て

　

・
各
委
員
、
事
務
局
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
部
会
に
つ
い
て
の

　
　

報
告
を
行
っ
た
。

　

③
事
務
局
が
行
っ
た
基
礎
調
査
等
に
つ
い
て

　

④
寄
贈
・
寄
託
資
料
に
つ
い
て

　

・
妻
沼
小
池
家
文
書
、
行
田
市
長
野
氏
所
蔵
資
料
、
玉
井
山
崎

　
　

家
文
書
、
さ
い
た
ま
市
野
口
氏
収
集
文
書
、
横
浜
市
久
米
氏
収

　
　

集
文
書
、
戸
出
杉
浦
家
所
蔵
資
料
。
妻
沼
鈴
木
氏
収
集
文
書
、

　
　

行
田
市
長
野
氏
提
供
資
料
に
つ
い
て
、
概
要
の
説
明
を
行
っ

　
　

た
。

　

⑤
「
別
編
２
妻
沼
聖
天
山
の
建
築
」
に
つ
い
て

　

⑥
「
市
史
研
究
第
８
号
」「
市
史
報
告
書
」
に
つ
い
て

　

⑦
広
報
活
動
・
講
演
会
等
に
つ
い
て

【
意
見
等
】

・『
熊
谷
市
史
』
執
筆
者
に
よ
る
講
座
を
市
立
熊
谷
図
書
館
に
て

　

開
催
し
て
い
る
が
、
毎
回
受
講
者
の
関
心
が
高
く
好
評
を
得
て

　

い
る
よ
う
だ
。
ぜ
ひ
、
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
。

・
妻
沼
茂
木
家
文
書
の
天
王
祭
礼
・
祇
園
番
な
ど
の
文
書
資
料
は

　

貴
重
で
あ
る
。

（
平
成
二
八
年
一
月
〜
一
二
月
）

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
編
集
会
議
・
専
門
部
会
　
報
告
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・
行
田
市
長
野
氏
提
供
資
料
の
熊
谷
駅
の
写
真
は
興
味
深
い
。
近

　

代
熊
谷
の
物
産
会
等
の
写
真
に
つ
い
て
も
留
意
さ
れ
た
い
。

２
　
審
議
事
項

　

①
通
史
編
上
巻 

原
始
・
古
代
・
中
世
に
つ
い
て

　

・
事
務
局
よ
り
、
全
体
の
概
要
、
編
集
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　

説
明
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
役
職
の
交
替
に
伴
い
、
平
成

二
九
年
二
月
一
日
よ
り
、
次
の
方
の
市
史
編
さ
ん
委
員
委
嘱
・
解

嘱
を
行
っ
た
。

　

（
解
嘱
）
野
口
幸
雄
（
市
民
団
体
の
代
表
者
）

　

（
委
嘱
）
細
田　

茂
（
市
民
団
体
の
代
表
者
）

Ⅱ
　
熊
谷
市
史
編
集
会
議
報
告

日
時　

平
成
二
八
年
四
月
一
七
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

場
所　

市
立
熊
谷
図
書
館　

第
二
会
議
室

【
概
要
】

１　

経
過
報
告

　

・
平
成
二
六
年
度
第
二
回
、
二
七
年
度
編
さ
ん
委
員
会
報
告

　

・
平
成
二
六
年
度
編
集
会
議
報
告

２　

各
専
門
部
会
活
動
報
告

　

・
考
古
、
古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
代
、
現
代
、
妻
沼
聖
天
山
、

　
　

仏
像
専
門
部
会
及
び
学
校
資
料
調
査
に
つ
い
て
編
集
委
員
及

　
　

び
事
務
局
よ
り
報
告

３　

事
務
局
が
行
う
基
礎
調
査
等
の
活
動
報
告

４　

広
報
活
動
に
つ
い
て

５　

平
成
二
八
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

６
「
通
史
編
上
巻　

原
始
・
古
代
・
中
世
」
の
編
集
に
つ
い
て

　

・
仏
像
等
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
林
宏
一
仏
像
専
門
部
会
長
が

　
　

叙
述
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

・
熊
谷
宿
に
つ
い
て
は
、
上
巻
で
は
難
し
い
課
題
で
あ
る
が
、

　
　

一
応
取
り
上
げ
る
。
通
史
編
中
巻 

近
世
と
の
つ
な
が
り
に

　
　

つ
い
て
は
、
上
巻
の
取
り
上
げ
方
を
見
て
対
応
す
る
こ
と
と

　
　

す
る
。

（
文
責　

蛭
間　

健
悟
）
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Ⅲ
　
専
門
部
会
活
動
報
告

一
　
考
古
専
門
部
会

考
古
専
門
部
会
長
　
柿
沼
幹
夫

　

平
成
二
八
年
度
は
、『
熊
谷
市
史　

通
史
編
・
上
巻
』（
以
下
、

通
史
編
上
）
の
執
筆
を
鋭
意
進
め
た
。
執
筆
に
か
か
る
関
係
者
会

議
は
、
次
の
と
お
り
開
催
し
た
。

１　

担
当
専
門
部
会
長
会
議

（
平
成
二
八
年
四
月
一
七
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

　

考
古
部
会
長
の
柿
沼
は
所
用
に
よ
り
欠
席
し
た
が
、
宮
瀧
交
二

古
代
専
門
部
会
長
、
高
橋
修
中
世
専
門
部
会
長
か
ら
第
一
・
二
・
三

章
の
項
・
見
出
し
に
つ
い
て
修
正
意
見
が
提
案
さ
れ
た
。

２　

通
史
編
上
執
筆
者
会
議

（
平
成
二
八
年
八
月
一
日　

中
央
公
民
館
会
議
室
二
―
一
）

　

考
古
専
門
部
会
は
、
次
の
と
お
り
執
筆
概
要
を
説
明
し
、
質
疑

を
受
け
た
。

　

清
水
康
守
特
別
調
査
員　

第
一
章
第
一
節
「
荒
川
の
流
路
変
遷
」

　

細
田
勝
専
門
調
査
員　

第
一
章　

採
集
社
会
の
人
び
と

　

吉
田
稔
専
門
調
査
員　

第
二
章　

農
耕
社
会
の
成
立

　

柿
沼
幹
夫
部
会
長　
　

第
二
章
第
三
・
四
節　

　

関
義
則
専
門
調
査
員　

第
三
章　

ヤ
マ
ト
政
権
の
誕
生
と
武
蔵

３　

考
古
専
門
部
会　

（
平
成
二
七
年
度
未
報
告
分
含
む
）

①
平
成
二
七
年
度
第
三
回
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
二
月
二
〇
日　

熊
谷
市
役
所
本
庁
舎
）

　

平
成
二
七
年
一
一
月
二
二
日
開
催
の
通
史
編
上
巻
執
筆
者
会
議

で
章
目
立
て
の
修
正
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
新
た
に

検
討
さ
れ
た
章
目
立
て
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
ま
た
、
次
の

提
出
原
稿
に
つ
い
て
、
執
筆
者
か
ら
概
要
説
明
が
あ
り
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。

　

第
一
章　

清
水
、
細
田

　

コ
ラ
ム
「
土
器
圧
痕
か
ら
見
た
熊
谷
市
周
辺
の
弥
生
農
業
」

　
　
　
　
　

遠
藤
英
子
専
門
調
査
員

②
平
成
二
八
年
度
第
一
回
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
五
月
二
一
日　

熊
谷
市
役
所
本
庁
舎
）

　

項
・
見
出
し
に
か
か
る
修
正
意
見
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
前

回
に
続
き
、
次
の
提
出
原
稿
に
つ
い
て
概
要
説
明
し
て
も
ら
い
、
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質
疑
応
答
し
た
。

　

第
二
章　

吉
田
、
柿
沼

　

第
三
章　

関

③
平
成
二
八
年
度
第
二
回
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
七
月
一
六
日　

熊
谷
市
役
所
本
庁
舎
）

　

通
史
編
上
執
筆
者
会
議
に
向
け
て
、
項
・
小
見
出
し
、
原
稿
内

容
の
確
認
。

④
平
成
二
八
年
度
第
三
回
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
一
〇
月
二
九
日　

商
工
会
館
会
議
室
二
―
一
）

　

通
史
編
上
執
筆
者
会
議
の
指
摘
を
受
け
て
、
執
筆
内
容
の
変
更

箇
所
、
参
考
文
献
・
図
版
出
典
の
書
き
方
等
に
つ
い
て
の
確
認
と

検
討
を
行
っ
た
。

二
　
古
代
専
門
部
会

古
代
専
門
部
会
長
　
宮
瀧
　
交
二

　

平
成
二
八
年
の
古
代
専
門
部
会
は
、『
熊
谷
市
史　

通
史
編
・

上
巻
（
原
始
・
古
代
・
中
世
）』（
以
下
、『
通
史
編
』
と
す
る
）

の
刊
行
に
向
け
て
の
準
備
作
業
を
継
続
し
た
。

　

年
間
を
通
し
て
部
会
構
成
員
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、『
通
史
編
』
の

刊
行
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
当
該
地
域
の
古
代

史
に
関
す
る
資
料
・
情
報
の
収
集
活
動
に
立
脚
し
て
、
鋭
意
、
各

自
が
担
当
す
る
原
稿
の
執
筆
活
動
に
専
心
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
伴
い
、
原
稿
執
筆
の
進
展
状
況
の
確
認
、

執
筆
に
際
し
て
浮
上
す
る
様
々
な
問
題
の
共
有
・
確
認
等
を
目
的

と
し
た
部
会
会
議
を
実
施
し
、
専
門
部
会
会
議
は
下
記
の
計
六
回

開
催
し
た
。

１　

平
成
二
七
年
度 

第
二
回
専
門
部
会
会
議

　
　

（
平
成
二
八
年
三
月
五
日　

熊
谷
図
書
館
第
二
講
座
室
）

２　

平
成
二
八
年
度 

第
一
回
専
門
部
会
会
議

　
　

（
平
成
二
八
年
四
月
一
六
日　

市
役
所
三
〇
三
会
議
室
）

３　

平
成
二
八
年
度 

第
二
回
専
門
部
会
会
議
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（
平
成
二
八
年
七
月
二
三
日 

大
東
文
化
大
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
）

４　

平
成
二
八
年
度 

第
三
回
専
門
部
会
会
議

　
　

（
平
成
二
八
年
九
月
二
五
日 

大
東
文
化
大
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
）

５　

平
成
二
八
年
度 

第
四
回
専
門
部
会
会
議

　
　

（
平
成
二
八
年
一
二
月
四
日 

大
東
文
化
大
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
）

６　

平
成
二
八
年
度 
第
五
回
専
門
部
会
会
議

　
　

（
平
成
二
九
年
一
月
一
五
日 

大
東
文
化
大
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

今
後
は
、
考
古
専
門
部
会
や
中
世
専
門
部
会
と
の
原
稿
の
摺
り

合
わ
せ
等
の
残
務
が
あ
る
が
、
確
実
に
こ
れ
を
実
施
し
、『
通
史
編
』

の
刊
行
に
漕
ぎ
着
け
て
い
き
た
い
。（

平
成
二
九
年
一
月
末
日
現
在
）

三
　
中
世
専
門
部
会

中
世
専
門
部
会
長
　
高
橋
　
修　

１　

専
門
部
会
会
議
の
開
催

①
第
一
回
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
七
月
一
〇
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

　

事
務
局
よ
り
、「
通
史
編
上
巻
」
刊
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
説
明
が
あ
り
、
委
員
間
で
工
程
の
確
認
を
行
っ
た
。
特
に
、
全

体
と
し
て
執
筆
の
進
捗
状
況
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
自
が

執
筆
の
速
度
を
速
め
、
早
く
提
出
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

次
い
で
、
各
章
の
責
任
者
を
中
心
に
、
原
稿
の
確
認
・
調
整
作

業
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
各
執
筆
者
間
で
の
細
か
な
担
当
分

け
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
長
井
荘
域
、
玉
井
氏
の
動
向
、
下
田
町

や
中
条
等
の
遺
跡
と
町
場
、
三
入
熊
谷
氏
、
江
ノ
島
合
戦
、
戦
国

の
領
主
の
呼
称
、
嘉
禄
の
板
碑
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

②
第
二
回
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
八
月
二
七
日　

中
央
公
民
館
）

　

こ
の
会
議
に
先
立
ち
、
考
古
・
古
代
専
門
部
会
と
合
同
で
、
執
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筆
者
会
議
を
開
催
し
た
。
各
執
筆
者
が
自
ら
の
担
当
箇
所
に
つ
い

て
の
発
表
を
行
い
、
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
中
世
専
門
部
会
の
会
議
を
行
っ
た
。
仏
像
専
門
部

会
林
宏
一
専
門
委
員
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
各
執
筆
箇
所
の
調
整
、

コ
ラ
ム
の
検
討
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
村
岡
の
渡
河
点
、
荒
川
の

変
遷
等
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
稿
が

集
ま
っ
て
か
ら
再
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

以
上
の
会
議
の
検
討
等
を
踏
ま
え
、
平
成
二
八
年
中
は
各
自
が

執
筆
を
進
め
、
年
末
に
は
ほ
ぼ
原
稿
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
、
刊
行
に
向
か
っ
て
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

２　

中
世
石
造
物
調
査

　

市
域
全
体
を
対
象
と
し
他
現
地
調
査
が
終
了
し
た
の
で
、
調
査

報
告
書
の
刊
行
に
向
け
て
編
集
会
議
を
開
催
し
た
。

　

平
成
二
七
年
度
第
三
回
会
議
は
、
二
八
年
三
月
二
〇
日
に
開
催

し
た
。
会
議
で
は
所
在
地
が
四
七
三
地
点
、
総
数
三
〇
四
九
基
の

集
計
結
果
を
報
告
し
た
。
市
史
報
告
書
で
は
、
調
査
対
象
の
事
実

報
告
を
主
と
し
た
図
版
・
写
真
・
集
成
表
か
ら
な
る
資
料
集
と
し

て
の
性
格
と
と
も
に
、
熊
谷
地
域
の
中
世
石
造
物
の
特
徴
や
性
格

な
ど
を
概
説
・
紹
介
し
た
内
容
も
含
ま
せ
る
こ
と
で
協
議
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
報
告
書
の
章
目
立
て
を
検
討
し
、
執
筆
者
を
分
担
し

執
筆
作
業
に
移
行
し
た
。

　

平
成
二
八
年
度
第
一
回
会
議
は
六
月
二
五
日
に
開
催
し
た
。
前

年
度
ま
で
に
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
資
料
を
追
加
し
、
章
目
立
て
の

詳
細
に
つ
い
て
検
討
と
確
認
を
行
っ
た
。
年
度
末
に
向
け
て
さ
ら

に
作
業
を
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
二
回
会
議
は
一
二
月
一
一
日
に
開
催
し
、
諏
訪
木
遺
跡
出
土

中
世
石
造
物
の
実
見
を
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
。
ま

た
、
編
集
作
業
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
執
筆
者
・
事
務
局
の
報
告

を
行
い
、
章
目
立
て
の
調
整
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
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四
　
近
世
専
門
部
会

近
世
専
門
部
会
長
　
北
村
　
行
遠

　

近
世
部
会
で
は
、
平
成
二
八
年
の
主
な
活
動
と
し
て
、
平
成

二
七
年
度
第
三
回
部
会
、
平
成
二
八
年
度
第
一
回
部
会
、
第
二
回

部
会
を
開
催
し
た
。
平
成
二
八
年
度
は
あ
と
一
回
の
部
会
を
予
定

し
て
い
る
。
以
下
、
部
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

平
成
二
八
年
度
第
三
回
近
世
部
会
（
平
成
二
八
年
三
月
一
八
日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て

　

編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
の
所
在
確
認
・
調
査
状
況
の
報
告
が
あ

り
、
調
査
終
了
の
文
書
群
と
し
て
、
妻
沼
の
小
池
仁
家
文
書
、
玉

井
の
山
崎
常
見
家
文
書
な
ど
四
件
の
説
明
が
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
調

査
継
続
中
の
文
書
群
に
つ
い
て
、
平
塚
新
田
の
山
下
一
夫
家
文
書

を
は
じ
め
三
七
件
の
報
告
を
う
け
た
。
ま
た
、
新
た
に
受
け
入
れ

た
文
書
と
し
て
、
日
向
の
船
田
洋
一
家
文
書
な
ど
七
件
の
報
告
が

あ
っ
た
。
昨
年
度
以
前
の
調
査
継
続
中
の
古
文
書
も
多
い
も
の
の
、

専
門
部
会
の
要
望
に
応
え
つ
つ
優
先
順
位
の
高
い
文
書
か
ら
整
理

を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
資
料
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

資
料
編
（
三
冊
）
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、
細
野
専

門
調
査
員
か
ら
近
世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
妻
沼
地
域
の
主

な
史
料
リ
ス
ト
の
提
示
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
古
文
書
調
査
の
進
捗

状
況
と
合
わ
せ
て
、
よ
り
具
体
的
な
構
成
案
を
提
示
す
る
方
向
で

作
業
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
今
年
度
の
調
査
に
つ
い
て

　

遠
隔
地
の
調
査
と
し
て
、
石
山
・
細
野
専
門
調
査
員
よ
り
長
崎

県
島
原
市
の
本
光
寺
・
常
磐
歴
史
資
料
館
の
調
査
に
つ
い
て
の
報

告
が
な
さ
れ
、
近
世
初
期
の
熊
谷
市
域
の
古
文
書
を
閲
覧
・
写
真

撮
影
を
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

・
県
立
農
業
大
学
校
へ
の
出
講
に
つ
い
て

　

石
山
専
門
調
査
員
よ
り
、
一
一
月
一
〇
日
に
農
業
大
学
校
で
開

講
し
て
い
る
「
郷
土
史
」
に
出
講
し
、
主
に
歓
喜
院
聖
天
堂
を
中

心
に
地
域
の
歴
史
つ
い
て
講
義
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
二
八
年
度
第
一
回
近
世
部
会
（
平
成
二
八
年
七
月
一
四
日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て

　

編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
の
所
在
確
認
・
調
査
状
況
の
報
告
が
あ

り
、
調
査
終
了
の
文
書
群
と
し
て
、
四
方
寺
の
吉
田
康
久
家
文
書

は
じ
め
三
件
の
説
明
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
吉
田
家
の
調
査
は
、

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事
業
に
お
い
て
な
さ
れ
、
文
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書
目
録
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
現
在
調
査
中
の
文
書
群

と
し
て
、
平
塚
新
田
の
山
下
一
夫
家
文
書
を
は
じ
め
四
〇
件
の
報

告
を
う
け
た
。
昨
年
度
以
前
の
調
査
継
続
中
の
古
文
書
も
多
く

な
っ
て
お
り
、
点
数
も
相
当
多
い
た
め
専
門
部
会
の
要
望
に
応
え

つ
つ
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
新
た
に
受
け
入
れ
を
し
た
文
書

群
と
し
て
、
妻
沼
台
の
円
満
寺
文
書
ほ
か
四
件
と
、
古
書
店
よ
り

の
購
入
文
書
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
旧
大
里
町
所
蔵
の

村
史
編
さ
ん
資
料
が
見
つ
か
り
、
目
録
作
成
に
つ
い
て
の
説
明
が

な
さ
れ
た
。

・
資
料
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

資
料
編
（
三
冊
）
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、
担
当
者

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
進
捗
状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
細

野
委
員
よ
り
、
資
料
編
（
妻
沼
）
に
つ
い
て
、
章
立
て
な
ど
の
構

成
面
の
変
更
な
ど
の
作
業
報
告
が
あ
っ
た
。

・
古
文
書
所
在
調
査
に
つ
い
て

　

埼
玉
県
立
文
書
館
の
休
館
に
と
も
な
う
古
文
書
の
閲
覧
業
務
停

止
を
鑑
み
、
調
査
員
に
よ
る
上
江
袋
の
長
島
家
文
書
の
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
今
後
の
調
査
計
画
と
し
て
市
内
の
忍
藩
領
関
係

の
史
料
調
査
に
関
わ
り
、
行
田
市
博
物
館
所
蔵
文
書
の
調
査
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

・
専
門
調
査
員
の
増
員
に
つ
い
て

　

被
差
別
部
落
関
係
の
執
筆
担
当
者
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た

が
、
事
務
局
一
任
の
方
向
で
了
承
さ
れ
、
東
日
本
部
落
解
放
研
究

所
か
ら
選
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
調
整
し
て
い
く
旨
、
事
務
局

よ
り
報
告
を
受
け
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
埼
玉
県
地
方
史
研
究
会
、
埼
玉
地
理
学
会
、
埼

玉
考
古
学
会
の
三
学
会
共
催
の
埼
玉
県
地
域
研
究
発
表
会
に
、
細

野
健
太
郎
専
門
調
査
員
が
、
歓
喜
院
聖
天
堂
に
関
す
る
報
告
を
す

る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
二
八
年
度
第
二
回
近
世
部
会
（
平
成
二
八
年
一
一
月
一
八
日
）

・
古
文
書
調
査
に
つ
い
て

　

編
さ
ん
室
よ
り
古
文
書
の
所
在
確
認
・
調
査
状
況
の
報
告
が
あ

り
、
調
査
終
了
の
文
書
群
と
し
て
、
石
原
の
清
水
清
治
家
文
書
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
調
査
中
の
文
書
群
に
つ
い

て
、
平
塚
新
田
の
山
下
一
夫
家
文
書
は
じ
め
四
四
件
の
ほ
か
、
旧

大
里
町
の
村
史
編
さ
ん
資
料
の
説
明
が
あ
っ
た
。

・
資
料
編
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

資
料
編
（
三
冊
）
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、
妻
沼
編
・

熊
谷
宿
の
担
当
者
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
章
立
て
案
や
掲
載
す
る

資
料
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
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・
古
文
書
所
在
調
査
に
つ
い
て

　

埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
の
長
島
家
文
書
調
査
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
今
後
の
調
査
計
画
と
し
て
、
行
田

市
博
物
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
古
文
書
の

調
査
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

・
通
史
編
の
体
裁
に
つ
い
て

　

通
史
編
上
巻
の
執
筆
要
項
の
作
成
に
と
も
な
い
、
近
世
部
会
に

お
い
て
も
、
時
代
区
分
等
の
基
本
的
事
項
の
確
認
お
よ
び
検
討
が

な
さ
れ
、
資
料
編
の
構
成
と
合
わ
せ
て
継
続
し
て
検
討
す
る
方
向

で
部
会
内
の
了
承
を
得
た
。

五
　
近
代
専
門
部
会

近
代
専
門
部
会
長
　
村
田
　
安
穗

１　

平
成
二
七
年
度
第
三
回
近
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
二
月
二
七
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

　

資
料
編
凡
例
・
執
筆
要
綱
、
筆
写
要
綱
を
も
と
に
、
西
暦
表
記

の
順
番
や
旧
字
、
合
字
、
助
詞
な
ど
の
掲
載
方
法
に
つ
い
て
協
議

し
、
修
正
箇
所
を
事
務
局
に
提
示
し
た
。
な
お
、
今
後
も
意
見
が

あ
れ
ば
会
議
で
提
言
す
る
こ
と
に
し
た
。
次
に
、
資
料
編
目
次
、

担
当
者
、
史
料
リ
ス
ト
の
検
討
の
た
め
、
各
委
員
よ
り
進
捗
状
況

を
報
告
し
た
。
そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
人
権
問
題
担
当
者
の
選
出

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
了
承
し
た
。
他
に
、
新
聞
記
事
調
査

(

全
国
版)

を
事
務
局
に
依
頼
し
た
。

２　

平
成
二
八
年
度
第
一
回
近
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
六
月
二
六
日　

熊
谷
市
立
図
書
館
）

　

刊
行
に
向
け
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
確
認
を
行
い
、
掲
載
資
料

リ
ス
ト
の
締
切
を
九
月
末
と
し
た
。
な
お
、
リ
ス
ト
中
の
史
料
の

重
複
は
委
員
間
で
調
整
し
、
全
史
料
に
は
掲
載
の
優
先
順
位(

三

段
階)

を
つ
け
る
こ
と
と
し
た
。
他
に
、出
典
名
の
記
載
方
法
に
は
、
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ま
ず
事
務
局
よ
り
素
案
を
提
出
す
る
こ
と
や
、
今
後
現
代
部
会
と

の
合
同
部
会
を
開
催
す
る
こ
と
等
を
審
議
し
た
。

　

次
に
、
各
委
員
が
進
捗
状
況
を
報
告
し
た
。
そ
の
後
、
事
務
局

よ
り
活
動
報
告
が
あ
り
、
古
文
書
調
査
は
妻
沼
地
域
を
優
先
し
整

理
す
る
、
ま
た
新
聞
記
事
調
査
は
東
京
日
日
新
聞
を
本
年
度
中
に

終
了
さ
せ
る
方
針
を
了
承
し
た
。

３　

平
成
二
八
年
度
第
二
回
近
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
一
一
月
五
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

　

初
め
に
、
事
務
局
よ
り
資
料
編
体
裁
の
変
更
点
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
検
討
の
結
果
、
追
加
の
修
正
を
指
示
し
た
。
次
に
各

委
員
よ
り
選
択
し
た
史
料
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
個
々
の
進

捗
状
況
を
確
認
し
、
問
題
点
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

事
務
局
よ
り
、
筆
耕
は
予
算
の
都
合
上
、
掲
載
の
優
先
順
位
の
高

い
史
料
の
み
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
説
明
が
あ
り
、
各
委
員
で

更
に
精
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
新
規
借
用
文
書
で
は
、
俵

瀬
荻
野
家
文
書
を
中
心
と
し
た
文
書
群
の
調
査
を
部
会
で
実
施
す

る
こ
と
を
了
承
し
た
。

六
　
現
代
専
門
部
会現

代
専
門
部
会
長
代
理
　
高
橋
　
信
之

１　

平
成
二
七
年
度
第
四
回
現
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
一
月
二
四
日　

妻
沼
展
示
館
）

　

事
務
局
提
示
の
資
料
編
執
筆
要
綱
、
凡
例
等
に
つ
い
て
、
他
県

の
資
料
も
参
考
に
し
な
が
ら
協
議
し
た
。
図
書
の
体
裁
が
Ｂ
５
版

縦
組
み
二
段
な
の
で
、
原
文
横
書
き
の
資
料
は
原
則
と
し
て
縦
書

き
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
原
文
中
の
算
用
数
字
は
漢
数
字
に
す
る

が
、
横
書
き
で
書
か
れ
た
表
に
つ
い
て
は
例
外
を
含
め
編
集
段
階

で
個
々
に
協
議
す
る
。
そ
の
他
、
桁
数
の
多
い
数
字
の
扱
い
、
地

名
・
人
名
表
記
、
西
暦
（
和
暦
）
の
表
記
順
等
に
つ
い
て
も
協
議

し
た
。
な
お
、
現
代
専
門
部
会
で
扱
う
資
料
に
は
掲
載
前
に
現
課

で
確
認
を
要
す
る
資
料
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
事
務
局
と

協
議
を
要
す
。

　

各
委
員
の
活
動
報
告
、
産
業
・
経
済
分
野
で
は
埼
玉
県
工
業
便

覧
、
工
業
適
地
調
査
等
を
調
査
し
た
。
社
会
・
労
働
分
野
で
は
新

聞
記
事
調
査
を
実
施
、
政
治
・
行
政
で
は
民
間
資
料
の
発
掘
に
努

め
た
。

※
午
前
中
は
展
示
館
で
資
料
調
査
実
施
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２　

平
成
二
八
年
度
第
一
回
現
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
四
月
二
三
日　

妻
沼
展
示
館
）

(

１)

資
料
編
掲
載
候
補
史
料
の
検
討

　

社
会
・
労
働
分
野
で
は
、
埼
玉
県
の
労
働
関
係
を
あ
た
っ
て
い

る
が
資
料
は
少
な
い
。
福
祉
、
環
境
、
ゴ
ミ
、
下
水
等
に
つ
い
て

も
資
料
の
発
掘
を
し
た
い
。
妻
沼
町
が
合
併
時
に
作
成
し
た
報
告

書
新
妻
沼
町
報
告
書
（
昭
和
三
二
年
）
の
中
の
生
活
改
善
の
項
目

は
抜
粋
し
た
い
。
政
治
分
野
で
は
、
県
の
行
政
文
書
で
戦
後
の
普

通
選
挙
や
通
達
類
な
ど
、
大
我
井
青
年
学
校
の
資
料
を
使
用
す
る
。

教
育
・
文
化
関
係
で
は
、
戦
後
の
民
主
化
へ
の
対
応
で
は
大
我
井

青
年
学
校
資
料
を
、
新
制
中
学
校
の
発
足
関
係
は
各
中
学
校
の
学

校
沿
革
誌
を
使
用
す
る
。
産
業
分
野
で
は
、
土
地
改
良
関
係
資
料

が
多
い
。
農
業
の
変
化
し
て
き
た
状
況
を
把
握
で
き
る
資
料
が
ほ

し
い
。

(

２)

事
務
局
活
動
報
告

　

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
読
売
新
聞
は
五
月
か
ら
実
施
す
る
。
河
川
事

務
所
調
査
は
近
代
部
会
の
特
別
調
査
員
と
相
談
し
て
調
査
す
る
。

　

※
午
前
中
は
展
示
館
で
資
料
調
査
を
行
う

３　

平
成
二
八
年
度
第
二
回
現
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
六
月
二
五
日　

妻
沼
展
示
館
）

(

１)

資
料
編
掲
載
候
補
史
料
の
検
討

　

社
会
・
労
働
分
野
で
は
、
点
数
は
多
い
が
各
々
の
字
数
は
少
な

く
頁
数
は
多
く
な
ら
な
い
。
産
業
分
野
で
は
点
数
は
少
な
い
が
、

表
が
多
く
、
頁
数
は
多
く
な
る
。
政
治
分
野
で
は
ま
だ
頁
数
は
考

え
ら
れ
な
い
。
活
字
の
ポ
イ
ン
ト
を
変
え
る
場
合
に
は
事
前
に
相

談
し
て
ほ
し
い
。
事
務
局
と
し
て
は
今
年
の
秋
ま
で
に
は
資
料
の

提
出
を
お
願
い
し
た
い
。

(

２)

事
務
局
活
動
報
告　

水
品
嘱
託
よ
り
説
明

(

３)

小
中
学
校
調
査五

月
二
四
日
熊
谷
市
立
新
堀
小
・
三
尻
小
訪
問

　

※
午
前
中
は
展
示
館
で
資
料
調
査
実
施

４　

平
成
二
八
年
度
第
三
回
現
代
専
門
部
会
会
議

（
平
成
二
八
年
八
月
二
八
日　

妻
沼
展
示
館
）

(
１)
体
裁
に
つ
い
て

　

出
典
は
前
に
あ
っ
た
方
が
分
か
り
易
い
。
出
典
表
記
は
、
日
付
・

タ
イ
ト
ル
・
著
作
者
、
所
蔵
者
、
館
蔵
と
か
詳
細
に
す
る
と
分
か

り
易
い
。
事
務
局
で
新
聞
、
行
政
文
書
、
諸
家
、
活
字
本
の
い
く
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つ
か
の
例
を
あ
げ
て
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
。
タ
イ
ト
ル
が
先
で
、

そ
の
後
に
年
号
を
表
記
し
て
ほ
し
い
。
県
報
は
出
来
れ
ば
号
数
、

年
月
日
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

(

２)
各
分
野
の
活
動
状
況

　

政
治
分
野
で
は
、
重
複
史
料
を
チ
ェ
ッ
ク
し
掲
載
候
補
か
ら
外

し
て
い
る
が
、
各
分
野
で
も
重
複
す
る
資
料
の
調
整
が
課
題
と
な

る
。
産
業
分
野
で
は
、
七
章
の
区
切
り
が
難
し
い
、
交
通
関
係
で

は
道
路
、
バ
ス
、
自
動
車
、
橋
な
ど
総
合
的
な
問
題
が
あ
り
、
商

業
の
広
が
り
も
視
野
に
入
れ
て
ほ
し
い
。
社
会
・
労
働
分
野
で
は
、

史
料
を
カ
ー
ド
化
す
る
段
階
で
取
捨
選
択
し
て
い
る
、
生
活
に
関

わ
っ
て
い
る
部
分
を
重
点
的
掲
載
す
る
。

(

３)

事
務
局
活
動
報
告
、
小
林
嘱
託
か
ら
簡
潔
に
報
告
が
あ
り
、

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
記
事
捜
索
・
目
録
入
力
に
つ
い
て
優
先
順
を
指

示
す
る
よ
う
要
望
が
あ
っ
た
。

※
午
前
中
は
展
示
館
で
資
料
調
査
を
し
た
。

５　

平
成
二
八
年
度
第
四
回
現
代
専
門
委
員
会
会
議

（
平
成
二
八
年
一
一
月
二
〇
日　

妻
沼
展
示
館
）

(

１)

資
料
編
体
裁
・
掲
載
候
補
リ
ス
ト
検
討

　

現
在
筆
耕
で
き
て
い
る
の
は
合
計
一
七
六
頁
分
、
最
大
三
〇
〇

頁
な
の
で
ま
だ
十
分
余
裕
が
あ
る
。

(

２)

各
分
野
の
進
捗
状
況
報
告

　

政
治
分
野
は
戦
後
の
行
財
政
は
通
達
文
の
み
、
市
町
村
の
施
策

で
は
消
防
団
の
条
例
し
か
な
く
、
妻
沼
町
警
察
署
と
公
安
委
員
会

は
資
料
が
充
実
し
て
い
る
。
熊
谷
市
と
の
合
併
で
は
小
島
地
区
の

問
題
も
取
り
上
げ
た
い
。
河
川
改
修
は
町
村
と
し
て
の
枠
を
出
て

し
ま
う
の
で
懸
案
。
社
会
・
労
働
分
野
で
は
闇
屋
や
買
出
し
は
当

方
で
行
う
。
災
害
で
は
雹
害
な
ど
の
被
害
も
あ
る
。
教
育
分
野
で

は
終
戦
直
後
の
教
育
は
大
我
井
青
年
学
校
資
料
を
使
い
、
新
制
中

学
校
の
発
足
で
は
学
校
沿
革
誌
を
使
用
、
そ
の
他
学
校
給
食
、
文

化
財
、
社
会
教
育
関
係
等
を
扱
っ
た
。
産
業
分
野
で
は
農
地
改
革
、

土
地
改
良
、
新
農
村
の
建
設
、
農
業
構
造
改
善
事
業
、
ネ
ギ
の
産

地
指
定
等
を
扱
い
、
工
業
で
は
業
種
別
商
工
業
者
一
覧
や
大
型
店

舗
の
進
出
や
商
店
街
の
空
洞
化
等
を
扱
う
。

(

３)

事
務
局
よ
り
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
が
行
わ
れ
る
。

※
午
前
中
は
資
料
調
査
、
確
認
を
行
う
。
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七
　
仏
像
調
査
専
門
部
会

仏
像
調
査
専
門
部
会
長
　
林
　
宏
一

　

平
成
二
四
年
よ
り
調
査
を
開
始
し
、
平
成
二
八
年
は
五
年
目
と

な
る
。
今
年
は
、
旧
熊
谷
市
域
北
部
か
ら
中
域
を
中
心
と
し
た
地

域
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
常
光
院
（
二
回
）
や
熊
谷
寺
（
二

回
）、
報
恩
寺
（
二
回
）
な
ど
大
規
模
な
寺
院
の
調
査
も
行
っ
た
。

月
に
一
回
、
一
日
一
〜
二
か
寺
の
ペ
ー
ス
で
調
査
を
行
い
、
合
計

一
〇
日
間
、
一
三
の
寺
院
と
お
堂
を
調
査
し
た
。。

調
査
内
容
は
、
写
真
撮
影
及
び
寸
法
や
形
状
・
材
質
等
を
記
し
た

調
査
カ
ー
ド
の
作
成
で
あ
る
。
一
年
間
で
約
二
八
〇
点
の
仏
像
・

仏
画
等
の
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
五
年
間
の
累
計

で
は
、
一
五
〇
〇
点
超
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
調
査
前
の
各
寺
院
と
の
交
渉
は
坂
東
隆
秀
委
員
、
調
査
後

の
調
査
カ
ー
ド
と
写
真
の
整
理
は
西
口
由
子
委
員
が
行
っ
た
。

　

平
成
二
八
年
に
実
施
し
た
調
査
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１　

円
光
報
恩
寺
①
（
本
堂
・
祖
師
堂
）（
二
月
二
六
日
）

２　

上
奈
良
東
光
寺
（
二
月
二
六
日
）

３　

柿
沼
龍
昌
寺
（
四
月
二
七
日
）

４　

箱
田
文
殊
院
（
四
月
二
七
日
）

５　

上
之
泰
蔵
院
（
五
月
一
六
日
）

６　

上
中
条
常
光
院
①
（
六
月
二
二
日
）

７　

上
中
条
常
光
院
②
（
七
月
二
五
日
）

８　

上
奈
良
妙
音
寺
（
九
月
三
〇
日
）

９　

鎌
倉
町
石
上
寺
（
九
月
三
〇
日
）

10　

仲
町
熊
谷
寺
①
（
一
〇
月
一
七
日
）

11　

仲
町
熊
谷
寺
②
（
一
一
月
二
五
日
）

12　

大
麻
生
正
光
寺
（
一
二
月
七
日
）

13　

円
光
報
恩
寺
（
閻
魔
堂
）（
一
二
月
七
日
）

　　

ま
た
、
部
会
長
が
、「
通
史
編
上
巻
」
の
第
五
章
及
び
第
九
章
に
、

調
査
の
成
果
も
踏
ま
え
て
、
市
内
の
古
代
及
び
中
世
に
関
す
る
仏

像
や
仏
画
、
金
工
品
に
つ
い
て
の
執
筆
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
調
査
先
寺
院
・
自
治
会
関
係
者
各
位
の
多
大
な
る
御

協
力
に
対
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。


